
 
 
 

 

正多角形の構成や性質を基にして、どのようなプログラミン 

グを行えば、自分が意図した正多角形をかくことができるか考 

えている。 

 

 
 

★タブレットと「Scratch」の適切な活用 

プログラミングソフト Scratch を、図形について深く理解す 

るための手段として用いる。Scratch を利用して正多角形をか 

くために、どのようなプログラミングをすればよいか考えさせる。 

 

★思考を視覚化するためのワークシートの活用 

思考の整理をするためにワークシートを活用する。自分たちが 

実現させようとしている活動（ゴール）は何なのか、図形のどの 

部分の角度を求めればよいのか、途中でどのような式が必要か、 

ワークシートに図や言葉で記入できるようにする。 

 

★個々のプログラミングを共有する場面の設定 

プログラミングの途中や、ある程度完成した時点で、数名の児 

童に自分がつくったプログラミングについて説明させる。自分た 

ちのプログラミングに対して、客観的な評価を入れることにより、 

自分と友達とのプログラミングのちがいに気付いたり、改善する 

際のヒントにしたりすることができるようにする。 

 

研究主題に迫る手立て 

本単元における「論理的思考力」を 

働かせている児童の姿 

 


